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地域のグローカル化と大学の役割
瀬地山敏＊
１．はじめに
鹿児島に所在する大学では，学生の80％近くが地元に就職する。本学の場合もそうである。したがって
地域の諸産業（官公庁を含む）の発展に寄与できる学生の育成は，少子高齢化社会の状況においても，か
わらず重要である。学生の側から見れば地域社会が求める人材として，その能力を在学中に形成しなけ
ればならない。
そしてこの課題に応えるために，「就職が卒業証書」という基本方針のもと，就職ガイダンスの実施・
企業研修・筆記試験対策・実践指導などを含む学生支援を行ってきた。どの大学でも熱心に取り組んでい
る学生支援である。
2．二つのＧＰ支援事業による学生支援の充実
これに加え本学は政府の相次ぐ助成をえて，より効果的な学生の就職支援に取り組んだ。ひとつは「大
学教育．学生支援推進事業」で，キャリアデザインという視点から学生の教育を進化させたといえる。現
在「キャリアデザイン」は授業科目として定着し，日常的なキャリア形成の意識を高める「参加型」の授
業を続けている。
このＧＰに続き，本学は「大学生の就業力育成支援事業」の助成をいただいた。「自分の言葉で表現で
きる学生」の育成をモットーにインターンシップを含む種々のフィールドワークを組織して，学生たち
の表現力を高める工夫をした。「キャリアデザイン」の事業が，どちらかといえば「座学」の形式をとる
のに対し，「自分の言葉で表現できる学生」の育成は，工夫を凝らした各種のフィールドワーク参加と
Ｗｅｂキャリアポートフォリオ（学生が自分の活動を記録し，教員とともに自分の成長を記録・点検する
システム）の活用による，学生の表現力向上を課題にしている。ちなみに本学の「ポートフオリオ」は利
用率が高く，他大学から見学にみえるほどである。県は従来県下の企業と大学にインターンシップを勧め，
調整する事業を行っていたが，「就業力育成プロジェクト室」は県の要望を受け継ぎ，県内大学のインター
ンシップの発展に協力している。
3．「3日間社長のカバン持ち体験」というインターン
ー見奇抜な名称のせいか，このプロジェクトは関心を呼んでいるようである。地方紙はもとより全国紙
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地域総合研究第40巻第２号(2013年）
でも取り上げられた。そのためであろう日本私立大学協会の委員会で，秋の総会で取り上げてほしいとい
う発言もあった。わたしは別のテーマを考えていたので発言はしなかったが，ありがたく拝聴した。着想
は鹿児島相互信用金庫の稲葉直寿理事長。今年は33名の学生が参加している。ご協力をいただいた各企業
にお礼を申し上げたい。昨年より7名多い参加であり，大学院の留学生も参加していた。またこの夏はこ
れも鹿児島相互信用金庫のご協力で，中国・大連での海外インターンシップを行うことができた。オムニ
バス講義「地域創生」で学生たちのインターンシップ報告を聴いたが，「言葉」の課題に苦しんだ余韻が
残っていて，経験することの貴重さを学生たちに教えられた。そういう思いである。
就業力育成支援事業は一昨年秋遅く，予算の「政策提言型仕分け」により，今年度から「産業界のニー
ズに対応した教育改善・充実体制事業」と改編され，それを受けて取組名称が「地域力を生む自律的職業
人育成プロジェクト」に変わっている。本学はその趣旨にそって，産業界と連携するインターンシップの
国内・海外の開拓に努めているところである。福岡工業大学ほか21大学とも連携して事業を進める構想も
すでに，就業力育成プロジェクト室で計画されている。
ちなみに2012年１０月，（公財)大学基準協会による「自己点検・評価」に関連する本学の実地調査が二日
にわたって行われた。実地調査を終え，２および3のこれまでの活動について，協会側から高い評価を得た
ことを付記しておきたい。
4．グローカル化の指標はいずこに？
日本のグローバル化が論じられるようになって久しい。一昔過ぎたといってもよい。そして近年になり，
地域のグローバル化あるいはグローカル化が関心を呼んでいる。たとえば鹿児島国際大学広報紙「みなみ
風」夏号（192号）は大学創立80周年を記念して，「地域の国際性と向き合う」という記事を掲載している。
取材の対象は本学の経済学部卒業生（2008年卒）で，マルセエ販株式会社のベトナム現地法人に勤務する
久保祐也さんとマルセエ販株式会社・人事部長尾崎哲郎さん。「海外勤務をしていたら当然言葉の問題が
出てくる。やはり英語を使う機会が多いですね。・・・社内公用語は英語という会社もあります。・・・英
語ができると，仕事の幅がぐっと広がると思います｡」と久保さん。また人事部長の尾崎さんは「当社は
ベトナムとシンガポールに現地法人がある。世の中はグローバル社会であり，鹿児島，日本という枠を越
えた考え方，行動力を身に着けていただきたい。英会話は必須条件という時代を迎えているので，日常会
話ぐらいはできるような，力をつけていただくことを強く望んでおります」と「大学に求める人材像」を
語る。
このようなグローバル化をすすめている，あるいは計画している事業所は鹿児島にいくつぐらいあるだ
ろうか。またそれらの事業所はどういう人材を必要としているのだろうか。この問題は本学の就業力育成
支援事業にとっても，きわめて重要であると考えてきた。しかし解を導くに有効な指標・資料がどこにも
ない，だれも持ち合わせていないことに気づいた。そこで就業力育成プロジェクト室は鹿児島経済研究所
の協力をえて，「鹿児島の産業界のグローバル化に関するアンケート調査」を行うことにした。本学地域
総合研究所の知恵も借りながら，「調査表」を完成し，目下県内2000の事業所を対象にユニークなアンケー
ト調査を実施しているところである（回収期限は2012年12月末)。
重要なアンケート項目をいくつか挙げると，（１）グローバル化に向けた取り組み状況として海外貿易の
形態，海外拠点の有無，取引国，（２）経営のグローバル化に向けた取り組み内容・人事戦略（３）グロー
バル人材像と必要な言語，（４）グローバル人材育成に向けた大学教育への期待項目などである。調査の結
果を分析すれば，地域に貢献する人材の育成にかんするすぐれたヒントがえられるものと期待している。
またその分析の結果は，県内におけるグローバル化の動向について，すぐれた資料を県民に提供すること
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になるだろう。
5．学部を横断する語学教育の設計
どういう人材を企業は求めているか。企業の人事部長に対する調査によれば，「専門知識」の重要性の
評価は2位で，企業がいちばん重要視するのはいわゆる「汎用的能力」ともいうべき能力である。意見の
違いを説得してまとめる力，常識にだけ導かれるのではなくて考え込む意欲など，卒業成績にはあらわれ
ない能力を企業は重視する。これと同じ位相で，高い英語検定の成績やTOEICの成績を重視する英語教
育は，かならずしも有効な語学力とはいえないのではないか。「自分の言葉で表現する学生」の大切さと
同じように，「自分の英語で表現する学生」の育成があってもよい。本学ではこの春から「国際ビジネス
と実践グローカル外国語」（仮称）という学部横断的な語学コースを作るべきではないか，という研究を
有志の教員で始めている。観光旅行や現地で一か月ぐらいの市民生活ができるレベルの外国語，ビジネス
用語の読み・書きができるレベルの外国語の教育を，全学横断的に１学年25名ほどの学生を対象に，実験
的に始める。そういう構想である。カリキュラムの検討に手を付けているが，先ほど紹介した「アンケー
ト調査」は，この試みにも有効なヒントを与えてくれるものと期待している。大学創立80周年を記念して
昨年秋「地域の潜在力（チカラ）をグローバルに拓く外国語教育」というテーマでシンポジウムを行った。
大杉正明教授（清泉女子大学）は「グローバル化と英語学習一簡単に学べる通じる英語」という基調講演
をされた。「英語にはたくさんの種類の英語があって通用している」という話もあった。シンポジウムで
は鹿児島相互信用金庫の海外貿易担当室長・村田秀博氏をゲスト・コメンテーターとするパネルデイス
カッションを行った。海外インターンシップに参加した学生たちも出席している。
本学の語学教育の「根源的な改革」になるかもしれない。そう期待しているところである。
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